
ソフトリカバリー・エポ

可とう形改修塗材ＲＥ ソフトリカバリー・エポ

「ソフトリカバリー・エポ」は、旧塗膜によく密着して、より強い塗膜と美しい仕
上げが得られる下地調整塗材です。

弾性樹脂の強さと水系の手軽さを合わせ持ち「手軽な施工で今よりしっかりとした
住まいの表情を作りたい」そんな塗り替えニーズにお応えします。

優れた密着性
各種旧塗膜に対してエポキシの優れた密着性を発揮します。

下地の目止め効果が抜群です。

微弾性の塗膜がヘアークラックに追従します。

各種旧塗膜の改修

コンクリート・セメントモルタル・各種旧塗膜　等

特　長

用　途

適用下地

（注）①上記の各数値は、全て標準のものです。施工方法、施工条件により各々多少の幅を生じることがあります。
　　②ＪＩＳ対応組み合わせにつきましては、裏面QRコードからご確認ください。

ウールローラー塗り
主　材：16 ㎏
清　水：0.9 ～ 1.2 L

ウールローラー（中毛） １～２

１～２

５以上
工程内
５以上

26 ～ 53㎡／16 ㎏
0.3 ～ 0.6 ㎏／㎡

間隔時間（ｈｒ）塗回数施工用具・条件材　料 ・ 調　合工　程

微弾性機能

工期短縮
施工が容易で工期を短縮します。

ソフトリカバリー・エポ多孔質ローラー塗り
主　材：16 ㎏
清　水：0.3 ～ 0.6 L

多孔質ローラー
１６以上
工程内
５以上

（23 ℃）

10 ～ 20 ㎡／16 ㎏
0.8 ～ 1.5 ㎏／㎡

ソフトリカバリー・エポ吹付け
主　材：16 ㎏
清　水：0.6 ～ 0.9 L

リシンガン　口径：４～６㎜
　　　　　　吹圧：0.5～0.6MPa
エアレス圧送機

１ １６以上 13 ～ 22 ㎡／16 ㎏
0.7 ～ 1.2 ㎏／㎡

下 塗 り

素地調整 ゴミ、未硬化セメント粉末、砂塵、油脂分などの付着物をワイヤーブラシ、かわすき、サンドペーパー、ウエスなどで除去し、乾燥した清潔な面とします。

所 要 量

目止め効果

ＪＩＳ　Ａ　６９０９
可とう形改修塗材ＲＥ

裏面QRコード「JIS A 6909組み合わせ」からご確認ください。

ホルムアルデヒド放散等級
F☆☆☆☆

NSK‐0611013



可とう形改修塗材ＲＥ ソフトリカバリー・エポ

ＮＥＴ　16 kg／缶入

ＪＩＳ Ａ ６９０９
組み合わせ

施工上の注意事項及び安全衛生上の注意事項をご確認の上、施工ください。

各製品ごとの注意事項については、ダウンロードサイトよりご確認ください。

注意点 ダウンロードサイト
掲載製品を取り扱う際は、各製品のＳＤＳ及び

標準施工仕様書をご確認ください。

052-300-2222(代）

●このパンフレットは２０２４年１０月の情報により作製しております。
●このパンフレットに掲載の製品は、予告なしに仕様や取り扱いを変更することがあります。
●諸官公庁等の特記仕様がある場合は、それを優先して下さい。

vol.15 

本　社
広　島 0 8 6 - 2 4 4 - 3 7 1 1
福　岡 0 9 2 - 4 3 3 - 6 2 6 2
鹿児島 0 9 9 - 2 2 2 - 5 1 3 9

札　幌 0 1 3 3 - 6 2 - 5 5 8 0

東　京 0 3 - 3 9 8 1 - 2 5 0 0

仙　台 0 2 2 - 7 0 6 - 5 7 1 0
北関東 0 2 8 0 - 9 8 - 5 2 3 2

横　浜 0 4 5 - 5 9 5 - 1 5 5 0
0 2 5 - 3 6 4 - 6 0 6 6新　潟

金　沢 0 7 6 - 2 9 0 - 2 2 5 6

名古屋 0 5 6 8 - 6 9 - 5 2 0 0

松　本 0 2 6 3 - 3 0 - 1 5 6 2
静　岡 0 5 4 - 6 5 5 - 5 1 5 0  

0 6 - 7 6 6 8 - 5 3 2 0大　阪
岡　山 0 8 6 - 2 4 4 - 3 7 1 1


